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今日は，足元の悪い中，本校の授業参観，懇談会にご来校いただきまして，まことにありがとうございます。「学

校へようこそ」や仮設校舎への引越し等に関しまして，また様々な学校行事に際しまして，この２学期も大変お世

話になりました。温かいご支援，ご協力に心より感謝申し上げます。 

さて，仮設校舎の具合はいかがですか。お子様は，学校大好きで登校しているでしょうか。これまでも，そして

これからも，学校でみんなと学ぶことが，わくわく，ドキドキの毎日であるよう，教職員全員で力を合わせてがん

ばっていきたいと思っています。お子様にとって大事なのは，将来に向けて，社会の中でしっかりと生きていける

自立の力です。そして，自分を制し，向上に向けて努力することができる自律の力です。本日の懇談会では，この

２学期を振り返って，担任から様々な教育活動に取り組んできた成果と課題について話があるかと思います。前向

きな視点でとらえていただき，お子様のさらなる成長のためにお役立て下さると嬉しく思います。 

 

１ 自主・自立・自律の心が育つように 

  〇 自分で学習する習慣    

この２年間，本校の全国学力・学習状況調査における質問紙調査の結果では，全国と比べて，

「宿題はするけれど，復習や予習をする習慣がない」という課題が見られました。毎日机に向か

う習慣と，自分で計画して学ぶ力を付けたいものです。自分で学ぶ力は，将来の財産になります。 

 〇 自分も家族の一員として手伝いをする習慣 

   誰かに何かをやってもらうだけでなく，家族の一員としての責任を子どもなりに果たさせるこ

とや，感謝の気持ちを育てることは大事です。社会に出てからの財産になります。 

３ この冬休みも「本となかよし」 

  〇 ４年生以上は，年間５０冊が目標・・・記録を付けておくようにアドバイスを。 

    本は想像の翼を広げます。文章の読解力がつきます。語彙力や，言葉で表現する力が高まり

ます。自分の気持ちの整理がつくようにもなり，心を育てる上でも大事です。 

２ 携帯電話・インターネット・メールの正しい使い方を 

  〇 家庭での約束ごとを決める 

   「やってはいけない脳の習慣」脳科学者 川島 隆太著作 （青春新書インテリジェンス） 

    上記本には，スマホやインターネット，テレビの見すぎについて，データを基にした恐ろしいこ

とが書いてあります。２ 時間の勉強も，スマホやインターネット，テレビの見過ぎが多くなると学

習効果がほぼ「０ 」とのことでした。


